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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月5日(2020.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）２５～９９．３重量％の少なくとも一種のポリアミドと、
　（Ｂ）０．５～１５重量％の少なくとも一種のフルオレン化合物と、
　（Ｃ）０．２～３．０重量％の少なくとも一種のアジン化合物と、
　（Ｄ）０～７０重量％の少なくとも一種の充填剤と、
　（Ｅ）（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）とは異なる、０～１５．０重量％の少なくとも一種の
添加剤と、
　からなり、
　前記（Ａ）～（Ｅ）の成分の全体が１００重量％となる、ポリアミド成形組成物。
【請求項２】
　前記（Ａ）～（Ｅ）の成分の各々が以下の重量比で含まれているポリアミド成形組成物
であって、
　（Ａ）少なくとも一種のポリアミドは、３０．０～９８．７重量％、好ましくは３５．
０～９８．３重量％又は３５．０～８３．７重量％；及び／又は
　（Ｂ）少なくとも一種のフルオレン化合物は、０．８～１０．０重量％、好ましくは１
．０～７．０重量％；及び／又は
　（Ｃ）少なくとも一種のアジン化合物は、０．３～２．０重量％、好ましくは０．４～
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１．５重量％；及び／又は
　（Ｄ）少なくとも一種の充填剤は、１５．０～６５．０重量％、好ましくは２０～６０
重量％；及び／又は
　（Ｅ）（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）とは異なる、少なくとも一種のさらなる添加剤は、０
．２～１０．０重量％、好ましくは０．３～９．０重量％、
　で含まれている、請求項１に記載のポリアミド成形組成物。
【請求項３】
　前記ポリアミド（Ａ）は、
　（Ａ１）部分結晶性脂肪族ポリアミドであって、好ましくは、ＰＡ４６、ＰＡ５６、Ｐ
Ａ６、ＰＡ６６、ＰＡ６／６６、ＰＡ６９、ＰＡ６１０、ＰＡ６１２、ＰＡ６１４、ＰＡ
１０１０、ＰＡ１０１２、ＰＡ１０１４、ＰＡ１２１２、ＰＡ１１、ＰＡ１２、ＰＡ６／
１２、ＰＡＭＸＤ６、ＰＡＭＸＤ１０、並びにこれらの混合物及びコポリマーからなる群
から選択される部分結晶性脂肪族ポリアミドと、
　（Ａ２）部分結晶性部分芳香族ポリアミドであって、好ましくは、ＰＡ４Ｔ／４Ｉ、Ｐ
Ａ４Ｔ／６Ｉ、ＰＡ５Ｔ／５Ｉ、ＰＡ６Ｔ／６、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６、
ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６６、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６１０、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６１２、ＰＡ６Ｔ／
６６、６Ｔ／６１０、６Ｔ／６１２、ＰＡ６Ｔ／１０Ｔ、ＰＡ６Ｔ／１０Ｉ、ＰＡ９Ｔ、
ＰＡ９ＭＴ（Ｍ＝メチルオクタンジアミン）、ＰＡ１０Ｔ、ＰＡ１２Ｔ、ＰＡ１０Ｔ／１
０Ｉ、ＰＡ１０Ｔ／１０６、ＰＡ１０Ｔ／１２、ＰＡ１０Ｔ／１１、ＰＡ６Ｔ／９Ｔ、Ｐ
Ａ６Ｔ／１２Ｔ、ＰＡ６Ｔ／１０Ｔ／６Ｉ、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／１２
、及びこれらの混合物からなる群から選択される部分結晶性部分芳香族ポリアミドと、
　（Ａ３）脂環式ポリアミドであって、好ましくは、ＭＡＣＭ９、ＭＡＣＭ１０、ＭＡＣ
Ｍ１１、ＭＡＣＭ１２、ＭＡＣＭ１３、ＭＡＣＭ１４、ＭＡＣＭ１６、ＭＡＣＭ１８、Ｐ
ＡＣＭ９、ＰＡＣＭ１０、ＰＡＣＭ１１、ＰＡＣＭ１２、ＰＡＣＭ１３、ＰＡＣＭ１４、
ＰＡＣＭ１６、ＰＡＣＭ１８、ＴＭＤＣ９、ＴＭＤＣ１０、ＴＭＤＣ１１、ＴＭＤＣ１２
、ＴＭＤＣ１３、ＴＭＤＣ１４、ＴＭＤＣ１５、ＴＭＤＣ１６、ＴＭＤＣ１７、ＴＭＤＣ
１８又はコポリアミド、ＭＡＣＭＩ／１２、ＭＡＣＭＴ／１２、ＭＡＣＭＩ／ＭＡＣＭＴ
／１２、６Ｉ／６Ｔ／ＭＡＣＭＩ／ＭＡＣＭＴ／１２，３－６Ｔ（３－６＝トリメチルヘ
キサメチレン－１，６－ジアミン）、６Ｉ／ＭＡＣＭＩ／ＭＡＣＭＴ、６Ｉ／ＰＡＣＭＩ
／ＰＡＣＭＴ、６Ｉ／６Ｔ／ＭＡＣＭＩ、ＭＡＣＭＩ／ＭＡＣＭ３６、１２／ＰＡＣＭＩ
又は１２／ＭＡＣＭＴ、６／ＰＡＣＭＴ、６／ＩＰＤＴ又はこれらの混合物、ＭＡＣＭ９
－１８／ＰＡＣＭ９－１８、ＭＡＣＭ９－１８／ＴＭＤＣ９－１８、ＴＭＤＣ９－１８／
ＰＡＣＭ９－１８、特に、ＭＡＣＭ１０／ＰＡＣＭ１０、ＭＡＣＭ１２／ＰＡＣＭ１２及
びＭＡＣＭ１４／ＰＡＣＭ１４、及びこれらの混合物からなる群から選択される脂環式ポ
リアミドと、
　（Ａ４）非結晶性部分芳香族ポリアミドであって、好ましくは、ＰＡ５Ｉ、ＰＡ６Ｉ、
ＰＡＤＩ（Ｄ＝２－メチル－１，５－ペンタンジアミン）、ＰＡ５Ｉ／５Ｔ、ＰＡＤＩ／
ＤＴ、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ、ＰＡ５Ｉ／５Ｔ／６Ｉ／６Ｔ、ＰＡ５Ｉ／５Ｔ／ＤＩ／ＤＴ、Ｐ
Ａ６Ｉ／６Ｔ／ＤＩ／ＤＴ、ＰＡ６Ｉ／１０Ｉ、ＰＡ１０Ｉ／１０Ｔ、ＰＡＭＸＤＩ、Ｍ
ＸＤ６／ＭＸＤＩ並びにこれらの混合物及びコポリマーからなる群から選択される非結晶
性部分芳香族ポリアミドと、あるいは、
　前記のタイプのポリアミド（Ａ１）～（Ａ４）の少なくとも２つの混合物、特に（Ａ１
）又は（Ａ２）と、ポリアミド（Ａ３）及び（Ａ４）の少なくとも一方との混合物と、
　からなる群から選択される、ことを特徴とする請求項１又は２に記載のポリアミド成形
組成物。
【請求項４】
　前記少なくとも一種のフルオレン化合物（Ｂ）が化学式１による化合物から選択され、
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【化１】

　置換基Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４のうち少なくとも１つ、好ましくは２つの置換基は水
素原子ではなく、好ましくは、
　Ｒ１及び／又はＲ２は、以下からなる群から選択され、
　２－ヒドロキシフェニル、３－ヒドロキシフェニル、４－ヒドロキシフェニル、などの
ヒドロキシフェニル、
　４－フェノキシ－エタノール、４－フェノキシ－プロパノール、４－フェノキシ－イソ
プロパノールなどのフェノキシアルカノール、
　４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル、３－ヒドロキシ－２－メチルフェニル、４－ヒ
ドロキシ－２，６－ジメチルフェニル、４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルフェニル、４
－ヒドロキシフェニル－３，５－ジ－ｔ－ブチル－フェニルなどのＣ１－Ｃ４－アルキル
ヒドロキシフェニル、
　３，４－ジヒドロキシフェニル、２，４－ジヒドロキシフェニル、２，５－ジヒドロキ
シフェニル、３，４－ジヒドロキシ－５－メチルフェニル、３，４－ジヒドロキシ－６－
メチルフェニル、２，４－ジヒドロキシ－３，６－ジメチルフェニル、２，４，６－トリ
ヒドロキシフェニルなどのジヒドロキシフェニル、
　２，３，５－トリヒドロキシフェニル、２，４，５－トリヒドロキシフェニル、３，４
，５－トリヒドロキシフェニル、２，３，４－トリヒドロキシフェニル、２，３，６－ト
リヒドロキシフェニルなどのトリヒドロキシフェニル、
　４－グリシジルオキシフェニル、４－グリシジルオキシ－３－メチルフェニルなどのモ
ノグリシジルオキシフェニル、
　３，４－ジ－（グリシジルオキシ）フェニルなどのジグリシジルオキシフェニル、
　３，４，５－トリ－（グリシジルオキシ）－フェニルなどのトリグリシジルオキシフェ
ニル、
　モノグリシジルオキシアルコキシフェニル、４－グリシジルオキシエトキシフェニル、
４－グリシジルオキシエトキシ－３－メチルフェニルなどのグリシジルオキシアルコキシ
フェニル、
　４－アミノフェニル、４－アミノ－３－メチルフェニル、３－アミノ－２－メチルフェ
ニル、４－アミノ－３，５－ジメチルフェニル、又は４－アミノ－３，５－ジ－ｔ－ブチ
ル－フェニル、４－アミノ－２，６－ジメチルフェニルなどのアミノフェニル、あるいは
、
　ヒドロキシ、
　からなる群から選択され、
　Ｒ３及びＲ４が水素である、ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のポリア
ミド成形組成物。
【請求項５】
　前記少なくとも一種のフルオレン化合物（Ｂ）が、
　９，９－ビス（２－ヒドロキシフェニル）－フルオレン、９，９－ビス（３－ヒドロキ
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シフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシフェニル）フルオレン（ビス－
フェノールフルオレン、ＢＰＦ）などの９，９－ビス（ヒドロキシフェニル）フルオレン
、
　９，９－ビス（４－フェノキシ－エタノール）フルオレン、９，９－ビス（４－フェノ
キシ－プロパノール）フルオレン、９，９－ビス（４－フェノキシ－イソプロパノール）
フルオレンなどの９，９－ビス（フェノキシアルカノール）フルオレン、
　９，９－ビス（４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）フルオレン、（ビス－クレゾー
ルフルオレン、ＢＣＦ）、９，９－ビス（３－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）フルオ
レン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－２，６－ジメチルフェニル）フルオレン、９，９
－ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－
ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチル－フェニル）フルオレンなどの９，９－ビス（Ｃ１
－Ｃ４－アルキルヒドロキシフェニル）フルオレン、
　９，９－ビス（３，４－ジヒドロキシフェニル）フルオレン（ビス－カテコールフルオ
レン、ＢＣＡＦ）、９，９－ビス（２，４－ジヒドロキシ－フェニル）フルオレン、９，
９－ビス（２，５－ジヒドロキシフェニル）フルオレン、９，９－ビス（３，４－ジヒド
ロキシ－５－メチルフェニル）フルオレン、９，９－ビス（３，４－ジヒドロキシ－６－
メチルフェニル）フルオレン、９，９－ビス（２，４－ジヒドロキシ－３，６－ジメチル
フェニル）フルオレンなどの９，９－ビス（ジヒドロキシフェニル）フルオレン、
　９，９－ビス（２，４，６－トリヒドロキシフェニル）フルオレン、９，９－ビス（２
，３，５－トリヒドロキシフェニル）フルオレン、９，９－ビス（２，４，５－トリヒド
ロキシフェニル）フルオレン、９，９－ビス（３，４，５－トリヒドロキシ－フェニル）
フルオレン、９，９－ビス（２，３，４－トリヒドロキシフェニル）フルオレン、９，９
－ビス（２，３，６－トリヒドロキシフェニル）フルオレンなどの９，９－ビス（トリヒ
ドロキシフェニル）フルオレン、
　９，９－ビス（４－グリシジルオキシフェニル）フルオレン（ＢＰＦＧ）及び９，９－
ビス（４－グリシジルオキシ－３－メチルフェニル）フルオレン（ＢＣＦＧ）などの９，
９－ビス（モノグリシジルオキシフェニル）フルオレン、
　９，９－ビス［３，４－ジ－（グリシジルオキシ）フェニル］フルオレン（ビス－カテ
コールフルオレンテトラグリシジルエーテル）などの９，９－ビス（ジグリシジルオキシ
フェニル）フルオレン、
　９，９－ビス［３，４，５－トリ－（グリシジルオキシ）－フェニル］フルオレンなど
の９，９－ビス（トリグリシジルオキシフェニル）フルオレン、
　９，９－ビス（モノグリシジルオキシアルコキシフェニル）フルオレン、９，９－ビス
（４－グリシジルオキシエトキシ－フェニル）フルオレン、（ビス－フェノキシエタノー
ルフルオレンジグリシジルエーテル、ＢＰＥＦＧ）、９，９－ビス（４－グリシジルオキ
シエトキシ－３－メチルフェニル）フルオレン（ＢＣＥＦＧ）などの９，９－ビス（グリ
シジルオキシアルコキシフェニル）フルオレン、
　９，９－ビス（４－アミノフェニル）フルオレン、（ビス－アニリンフルオレン）、９
，９－ビス（４－アミノ－３－メチルフェニル）フルオレン、９，９－ビス（３－アミノ
－２－メチルフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－アミノ－３，５－ジメチルフェ
ニル）フルオレン、９，９－ビス（４－アミノ－３，５－ジ－ｔ－ブチル－フェニル）フ
ルオレン、９，９－ビス（４－アミノ－２，６－ジメチルフェニル）フルオレンなどの９
，９－ビス（４－アミノフェニル）フルオレン、
　　９，９－ビスヒドロキシフルオレン、及び、
　　前記の組み合わせ及び混合物、
　からなる群から選択される、ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のポリア
ミド成形組成物。
【請求項６】
　少なくとも一種のアジン化合物は、ニグロシン及びインジュリンからなる群から選択さ
れる、ことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載のポリアミド成形組成物。
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【請求項７】
　少なくとも一種のアジン化合物は、ＩＳＯ１３３２０：２００９による、５～２０ミク
ロンの範囲、好ましくは５～１５ミクロンの範囲の体積平均粒径×５０を有する、ことを
特徴とする請求項１～６のいずれかに記載のポリアミド成形組成物。
【請求項８】
　前記少なくとも一種の充填剤（Ｄ）は、
　（Ｄ１）ファイバー、特に、ガラスファイバー及び／又はカーボンファイバー、好まし
くは長さ２～５０ｍｍの範囲の長さを有する短繊維、及び／又は５～４０ミクロンの直径
をそれぞれ有するエンドレスファイバー（ロービング）が好ましく用いられ、特に、円形
及び／又は非円形の断面を有するファイバーが用いられ、後者の場合、断面アスペクト比
（第２軸に対する断面の長軸）は、特に＞２である、ファイバー、
　（Ｄ２）粒状充填剤、特に、タルク、マイカ、ケイ酸塩、石英、珪灰石、カオリン、ケ
イ酸、炭酸マグネシウム、水酸化マグネシウム、チョーク、重質炭酸カルシウム又はカッ
ト炭酸カルシウム、石灰、長石、無機顔料、硫酸バリウム、酸化亜鉛、硫化亜鉛、二酸化
チタン、酸化鉄（III）、マンガン酸化鉄（III）、金属酸化物、特に、スピネル、例えば
、銅酸化鉄（III）スピネル、銅クロム酸化物、亜鉛酸化鉄（III）、コバルト－クロム酸
化物、コバルトアルミニウム酸化物、マグネシウムアルミニウム酸化物、銅－クロムマン
ガン－複合銅－マンガン－鉄－複合酸化物、ルチル顔料、チタン－亜鉛－ルチル、ニッケ
ル－アンチモンチタネート、永久磁石あるいは磁化可能な金属又は合金、凹状の珪酸塩充
填剤材料、酸化アルミニウム、窒化ホウ素、炭化ホウ素、窒化アルミニウム、フッ化カル
シウム、及びこれらの混合物又は組み合わせからなる群から選択される粒状充填剤、
　からなる群から選択される、ことを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載のポリア
ミド成形組成物。
【請求項９】
　（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）とは異なる前記少なくとも一種の添加剤は、
　（Ｅ１）熱安定剤、特に、一価又は二価銅の化合物、第二級芳香族アミンをベースとす
る安定剤、立体障害フェノール、金属塩又は金属酸化物をベースとする安定剤、特に、遷
移金属に由来するものであり、鉄塩又は酸化鉄が好ましく、ホスファイト及びホスホナイ
ト並びに前記安定剤の混合物及び組合せ、
　（Ｅ２）ＵＶ安定剤及び光安定剤、潤滑剤、プロセス補助剤、着色及びマーキング材、
有機顔料、ＩＲ吸収剤、帯電防止剤、ブロッキング防止剤、結晶成長抑制剤、核生成剤、
縮合触媒、鎖延長剤、消泡剤、鎖延長添加剤、導電性添加剤、カーボンブラック、グラフ
ァイト、カーボンナノチューブ、グラフェン、離型剤、分離剤、難燃剤、非ハロゲン系難
燃剤、滴下防止剤、衝撃改質剤、蛍光増白剤、フォトクロミック添加剤、メタリック顔料
及び前記安定剤の混合物及び組合せ、
　からなる群から選択される、ことを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載のポリア
ミド成形組成物。
【請求項１０】
　（Ａ）３０．０～８８．４重量％の部分結晶性脂肪族ポリアミドと、
　（Ｂ）１．０～１０．０重量％の少なくとも一種のフルオレン化合物と、
　（Ｃ）０．４～１．５重量％の少なくとも一種のアジン化合物、特に少なくとも一種の
ニグロシンと、
　（Ｄ）１０～６８．４重量％の下記の充填剤、
　　（Ｄ１）１０～６０重量％のガラスファイバーと、
　　（Ｄ２）０～３０重量％の少なくとも一種の粒状充填剤と、
　（Ｅ）０．２～１０．０重量％の下記の少なくとも一方の添加剤、
　　（Ｅ１）０．２～２．０重量％の少なくとも一種の熱安定剤と、
　　（Ｅ２）０～８．０重量％の少なくとも一種のさらなる添加剤と、
　を含み、
　前記（Ａ）～（Ｅ）の成分の合計が１００重量％となる、ことを特徴とする請求項１～
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９のいずれかに記載のポリアミド成形組成物。
【請求項１１】
　基材と、
　請求項１～１０のいずれかに記載のポリアミド組成物からなるかあるいは当該ポリアミ
ド組成物を含む熱可塑性成分から形成された少なくとも１つの層と、
　を含み、
　前記熱可塑性成分は基材と直接接触している、多層構造体。
【請求項１２】
　前記基材は、金属製基材、特に、鋼、高級鋼、スズ、アルミニウム及びマグネシウムな
どの軽金属、又は、例えば、炭素、クロム、ニッケル、モリブデンとの金属合金、からな
る群から選択される、ことを特徴とする請求項１１に記載の多層構造体。
【請求項１３】
　請求項１１又は１２に記載の多層構造体を形成する方法であって、
　ａ）金属成分などの基材を提供するステップと、
　ｂ）金属成分などの基材を射出成形金型に導入するステップと、
　ｃ）請求項１～１０のいずれかに記載の前記ポリアミド組成物からなるかあるいは当該
ポリアミド組成物を含む熱可塑性成分を、金属成分などの基材上又はその周囲に射出成形
するステップであって、前記金属成分は、８０～２００℃、好ましくは１００～１６０℃
の範囲の温度を有する、射出成形ステップと、
　ｄ）冷却後に、金属－熱可塑性成分アセンブリを金型から取り外すステップと、
　からなるか、あるいは前記ステップを含む、ことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１１又は１２に記載の前記多層構造体を形成する方法であって、
　ａ）金属成分などの基材を提供するステップと、
　ｂ）請求項１～１０のいずれかに記載のポリアミド成形組成物から形成された少なくと
も１つの成形部品を提供するステップと、
　ｃ）少なくとも、前記基材と前記少なくとも１つの成形部品との間の永久的接触が確立
されるべき領域において、前記ポリアミド成形組成物が熱弾性又は熱可塑性になる温度ま
で、前記基材及び／又は前記少なくとも１つの成形部品を加熱するステップと、
　ｄ）前記基材を前記少なくとも１つの成形部品と接触させるステップと、
　からなるか、あるいは前記ステップを含む、ことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１１又は１２に記載の多層構造体を形成する方法であって、
　ａ）金属成分などの基材を提供するステップと、
　ｂ）請求項１～１０のいずれかに記載のポリアミド成形組成物で前記金属の表面の少な
くとも一部をコーティングするステップと、
　からなるか、あるいは前記ステップを含む、ことを特徴とする方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　本発明によるポリアミド（Ａ）の具体的な代表例は、ＰＡ４Ｔ／４Ｉ、ＰＡ４Ｔ／６Ｉ
、ＰＡ５Ｔ／５Ｉ、ＰＡ６Ｔ／６、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６、ＰＡ６Ｔ／６
Ｉ／６６、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６１０、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６１２、ＰＡ６Ｔ／６６、６Ｔ／
６１０、６Ｔ／６１２、ＰＡ６Ｔ／１０Ｔ、ＰＡ６Ｔ／１０Ｉ、ＰＡ９Ｔ、ＰＡ９ＭＴ（
Ｍ＝メチルオクタンジアミン）、ＰＡ１０Ｔ、ＰＡ１２Ｔ、ＰＡ１０Ｔ／１０Ｉ、ＰＡ１
０Ｔ／１０６、ＰＡ１０Ｔ／１２、ＰＡ１０Ｔ／１１、ＰＡ６Ｔ／９Ｔ、ＰＡ６Ｔ／１２
Ｔ、ＰＡ６Ｔ／１０Ｔ／６Ｉ、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／１２、及びこれら
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の混合物であり、特に望ましくは、成分（Ａ）の部分芳香族ポリアミドは、ＰＡ６Ｔ／６
Ｉ、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６６、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６１０、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６１２、又はＰ
Ａ６Ｔ／６Ｉ／Ｘからなる群から選択される。ここで、Ｘは、６６，６１０又は６１２あ
るいはこれらの組み合わせ及びれらの混合物からなる群から選択される脂肪族ユニットと
し得る。ポリアミドＰＡ６Ｔ／６Ｉ／Ｘに関して、脂肪族ポリアミドユニットＸの含有量
が５～２０モル％の範囲であり、ポリアミドユニット６Ｉの含有量が２０～３５モル％で
あるものが特に好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　したがって、本発明によれば、以下の部分芳香族コポリアミドがポリアミド（Ａ２）と
して特に好ましい。
　・５０～８０モル％、好ましくは５７～７３モル％、より好ましくは６２～７２モル％
のヘキサメチレンテレフタルアミド・ユニット及び２０～５０モル％、好ましくは２７～
４３モル％、より好ましくは２８～３８モル％のヘキサメチレンイソフタルアミド・ユニ
ットを有する部分結晶性ポリアミド６Ｔ／６Ｉ；
　・５０～６５モル％、好ましくは５２～６２モル％、より好ましくは５３～５８モル％
、特に好ましくは５４～５７モル％のヘキサメチレンテレフタルアミド・ユニット及び３
５～５０モル％、好ましくは３８～４８モル％、より好ましくは４２～４７モル％、特に
好ましくは４３～４６モル％のヘキサメチレンアジポアミド・ユニットを有する部分結晶
性ポリアミド６Ｔ／６６；
　・６０～７５重量％のヘキサメチレンテレフタルアミド・ユニット（６Ｔ）、２０～３
５重量％のヘキサメチレンイソフタルアミド・ユニット（６Ｉ）、３～１５重量％のヘキ
サメチレンドデカンアミド・ユニット（６１２）、及び以下のユニット６６，６８，６９
，６１０，６又はこれらのユニットの混合物から選択される０～５重量％のユニットＸを
有し、成分の合計はポリアミド６Ｔ／６Ｉ／６１２／Ｘの１００重量％である、部分結晶
性ポリアミド６Ｔ／６Ｉ／６１２／Ｘ；
　・６０～７５重量％のヘキサメチレンテレフタルアミド・ユニット（６Ｔ）、２０～３
５重量％のヘキサメチレンイソフタルアミド・ユニット（６Ｉ）、及び以下のユニット６
６，６８，６９，６１０，６１２、６又はこれらのユニットの混合物から選択される５～
２０重量％のユニットＸを有し、成分の合計はポリアミド６Ｔ／６Ｉ／Ｘの１００重量％
である、部分結晶性ポリアミド６Ｔ／６Ｉ／Ｘ、
　・少なくとも５０モル％、好ましくは少なくとも７０モル％のテレフタル酸及び最大５
０モル％、好ましくは最大３０モル％のイソフタル酸、１，６－ジアミノヘキサン、１，
９－ノナンジアミン、メチル１，８－オクタンジアミン、及び１，１０－デカンジアミン
からなる群から選択される少なくとも２種のジアミンの混合物から調製される部分結晶性
ポリアミドであり、特に好ましくは、少なくとも７０モル％のテレフタル酸及び最大３０
モル％のイソフタル酸及び１，６－ジアミノヘキサン及び１，１０－デカンジアミンの混
合物から調製される部分結晶性ポリアミド；
　・少なくとも５０モル％のテレフタル酸及び最大５０モル％のドデカン二酸及び１，６
－ジアミノヘキサン、１，９－ノナンジアミン、メチル－１，８－オクタンジアミン及び
１，１０－デカンジアミンからなる群から選択された少なくとも２種のジアミンの混合物
から調製された部分結晶性ポリアミド；
　・１０～６０モル％、好ましくは１０～４０モル％のヘキサメチレンテレフタルアミド
（６Ｔ）及び４０～９０モル％、好ましくは６０～９０モル％のデカメチレンテレフタル
アミド（１０Ｔ）ユニットを有する部分結晶性ポリアミド６Ｔ／１０Ｔ；
　・５０～９０モル％、好ましくは５０～７０モル％のヘキサメチレンテレフタルアミド
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・ユニット（６Ｔ）、及び５～４５モル％、好ましくは１０～３０モル％のヘキサメチレ
ンテレフタルアミド・ユニット（６Ｉ）、及び５～４５モル％、好ましくは２０～４０モ
ル％のデカメチレンテレフタルアミド（１０Ｔ）ユニットを有する部分結晶性ポリアミド
６Ｔ／１０Ｔ／６Ｉ；
　・６０～８５モル％のヘキサメチレンテレフタルアミド・ユニット（６Ｔ）、及び付加
的に５～１５重量％のカプロラクタムを含有する、１５～４０モル％のヘキサメチレンイ
ソフタルアミド・ユニット（６Ｉ）を有する部分結晶性ポリアミド６Ｔ／６Ｉ／６。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　ここで、非結晶性ポリアミド及び微結晶性ポリアミドの双方は、特に前記ポリアミドが
顔料と（未だ）混合されていない場合、人間の目に見える波長範囲では透明である。この
場合、「透明」とは、ポリアミドＡ３のみから形成された成形部品が、少なくとも８５％
、好ましくは少なくとも８８％、特に９０％を超える高い光透過率（ＬＴ）を有すること
を意味する。透明性の尺度として使用される光透過率の値は、本出願の範囲内において、
ＡＳＴＭ　Ｄ　１００３法（光タイプＣＩＥ－Ｃ）に従って特定されているものと、本明
細書では常に理解されたい。ここで、光透過率は、７０×２ｍｍの丸型プレート又は６０
×６０×２ｍｍサイズのプレート上に配置したＢＹＫガドナ社のヘイズガードプラス（Ｈ
ａｚｅ　Ｇｕａｒｄ　Ｐｌｕｓ）という名称の装置を用いて以下に詳述する実験で測定し
た。透過率値は、ＣＩＥ－Ｃで定義された可視波長領域で、すなわち、略４００～７７０
ｍｍの基本強度で示される。このため、７０×２ｍｍの丸型プレートは、例えば、アーブ
ルグ（Ａｒｂｕｒｇ）社の射出成形装置を用いて、研磨した金型で製造される。ここで、
シリンダー温度は２００℃～３４０℃であり、金型温度は２０℃～１４０℃である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　有機熱安定剤及び／又は銅又は銅化合物の添加に加えて、他の遷移金属化合物、特に、
周期律表におけるVB族、VIB族、VIIB族又はVIIIB族の金属塩又は金属酸化物を用いること
が好ましい。さらに、好ましくは、周期律表におけるVB族、VIB族、VIIB族又はVIIIB族の
鉄又はスチール粉末などの遷移金属は、本発明による成形化合物には添加されない。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　ステップｃ）の間、熱可塑性成形組成物又はポリアミド組成物は、好ましくは、５０～
２００ｍｍ／秒の速度、好ましくは６０～１５０ｍｍ／秒の速度、特に、１００～１５０
ｍｍ／秒の速度で、金型に射出される。ここで、金型の温度（工具温度）は、好ましくは
、１００～１６０℃、より好ましくは１２０～１５０℃、特に１３０～１４５℃である。
保持圧力は、好ましくは４０～１５０ＭＰａ、より好ましくは６０～１２０ＭＰａ、特に
７０～１００ＭＰａの範囲である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
　成形組成物の製造
　東芝機械株式会社製の二軸押出機（ＴＥＭ－３７ＢＳ）を用いて、以下の表２の組成を
有する成形組成物を製造した。成分Ａ、Ｂ、Ｃ及びＦを供給ゾーンに計量供給した。金型
の上流におけるサイドフィーダー３バレルユニットにより、ガラスファイバー（Ｄ１）を
ポリマー溶融物に計量供給した。バレル温度は、実施例Ｅ１、Ｅ２及び比較例ＣＥ１～Ｃ
Ｅ３については、３００℃まで、実施例Ｅ３及び比較例ＣＥ４については、３４０℃まで
の上昇プロファイルとして設定した。１２０～２００ｒｐｍの回転速度で１０ｋｇ／時の
処理量が実現した。ノズルの前で大気に対する脱気を実行した。配合された材料を直径３
ｍｍの金型からストランドとして排出し、水冷後にペレット化した。ペレット化し、０．
１重量％未満の含水量まで真空（３０ｍｂａｒ）でかつ１１０℃で２４時間乾燥した後、
ペレットの特性を測定し、試験サンプルを製造した。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
　表２：本発明による実施例Ｅｘ１～Ｅｘ３及び比較例ＣＥｘ１～ＣＥｘ４
【表２】

【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４０】
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　本発明の実施例Ｅｘ１～Ｅｘ３と比較例ＣＥｘ１～ＣＥｘ４とを比較することにより、
成分（Ｂ）及び（Ｃ）を含まないポリアミド組成物、あるいは（Ｂ）又は（Ｃ）のみを含
有する組成物は金属基材に対する接着が減少していることが明確に分かった。（Ｂ）及び
（Ｃ）の双方を含む本発明の実施例におけるポリアミド組成物だけにより、高い引張ラッ
プ－剪断強度を有する金属基材を含む多層構造体が可能となる。
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